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           こんにちは、丹頂ガスの丹羽孝直です。いつもお世話になりありがとうございます。 

           私は年末年始12/30と1/2の二日間「休日当番」で仕事に出ておりました。２日は 

           正月三が日だけに、電話はあまりかかりませんでしたが一件、ガスコンロの不具

合で「ガスコンロの３口の一つがすぐ火が消える。他の２つはちゃんと付くんだけど。このまま使っ

ていても危なくないか？」とお問い合わせをいただきました。「ウチのおばあさんが心配するから、

正月だけど無理を言うが見に来てくれないか！？」とご主人さんが丁寧にお願いされましたので、

私も「ハイかしこまりました。」と二言返事でお応えして、伺いました。コンロは経年劣化で部品が消

耗しており「お客様、部品交換が必要です。正月明けの発注になります」とお伝えしたところ、「かま

へんかまへん、正月明けに直してくれ」と気さくに仰っていただきました。帰り際の玄関先で、「あん

た今日はよう来てくれた。」「わしはこう見えても酒は一滴も飲まへんのや、良かったらこれ貰いもん

やけど、わしは飲まんから、あんたのんでくれるか。」と九州産の焼酎を差し出してくれました。 「そ

れはすみません、コンロも直していないのに大変恐縮です。」  と言ったものの、お客様から「お年

賀」を頂いて帰ってきました。「正月の仕事」は普段の３倍以上も喜んでいただけたようです。大変

美味しくいただきました。ありがとうございます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。                                                         

                                                     感謝 

 







　
です。いつもお世話になりありがとうございます。 

これ貰いもん

                                                        




